
長崎大学工学部長崎大学工学部
 野口正人野口正人

最終講義最終講義

「川の明日を考える」「川の明日を考える」

平成２０年２月１日（金）



最終講義最終講義

「川の明日を考える」「川の明日を考える」

１．プロローグ；１．プロローグ；

 
長崎大学への赴任長崎大学への赴任

２．長崎豪雨の経験２．長崎豪雨の経験

４．地域との連携；４．地域との連携；

 
「健全な河川環境」の実現に向けて「健全な河川環境」の実現に向けて

５．エピローグ；５．エピローグ；

 
社会開発工学科（土木工学科）卒業生の活躍社会開発工学科（土木工学科）卒業生の活躍

３．国際の場での学術交流３．国際の場での学術交流



１．プロローグ；１．プロローグ；
 

長崎大学への赴任長崎大学への赴任

「長崎大学工学部土木工学科創立２０周年記念誌」より



(1976前後?)

(1986) (1991) (1996) (2006)



２．長崎豪雨の経験２．長崎豪雨の経験



長崎大学正門前(1982.7.23)



奥山の大規模地すべり



長崎 フォトサービス

中島川における石橋の流失・損壊



眼鏡橋 (1982.7.20)

眼鏡橋 (1982.7.25)

長崎豪雨 (1982.7.23)



東新橋 (1982.7.20)

東新橋 (1982.7.25)



鎮魂の思いで、「水防災・減災」  
のための研究を決意しました。



ハード対策に対して、ソフト対策  
の充実を痛感しました。

浸水実績図に対する浸水予想  
図の作成とその広報の必要性  
を主張しました。

現在、浸水予想図はハザード  
マップへと進化しましたが、住民  
への普及が大きな課題になって  
います。



（ＮＨＫで氾濫解析結果の報道がされました）



（ＮＨＫで氾濫解析結果の報道がされました）



朝日新聞2002年7月20日
（権利者の都合により削除）





故伊藤一長長崎市長（当時）の開会

 の挨拶





「長崎豪雨災害」のときに、河川改修を進
 めていくうえで、何が問題になったか？

① 出水流量はどの程度であったか？

② 治水のための計画規模をどのよう
 

にするか？

③ 眼鏡橋をどうするのか；
現地保存 または 移設？

④ 今後、如何にして「水防災」の効果
 を高めていくか？

 
等々



浸水予想図

洪水ハザードマップ





Urban Drainage Modelling (UDM ’86),
Dubrovnik, Yugoslavia, Apr. 1986
での論文発表。

３．国際の場での学術交流３．国際の場での学術交流

それでも、しっかりと成果が上げられたと
 思っています。それは、次の理由によるの

 だろうと考えています。

本格的に英語で研究発表をするはじめて
 の経験でしたので、大変に緊張しました。



① 長崎豪雨災害が大変な災害で、防災・
 

減災の研究の重要性が認識された。

② ２次元平面流モデルによる氾濫解析が、
 参加者により大いに関心をもたれた。

③ シミュレーション結果を画像表示したこ
 とにより、その防災・減災情報としての有用

 性を理解してもらえた。



妻とNiemczynowicz教授

日本からの参加者



「アドリア海の真珠」
 

ドゥブロブニクの旧市街



外国へは前述のドゥブロヴニクの訪問をはじめとして、結構
 の回数訪れている。最終講義の際にハイパーリンクで示させ
 ていただいたファイルによれば、合計３５回にのぼっている。

 当方が本格的に外国へ行きはじめたのが1986年で約20年の
 間であることを考えれば、決して少ない数ではない。国際水

 工学会(IAHR)や都市域雨水排除の国際会議(ICUSD)など
 の国際会議への参加や、ウォリンフォード水理研究所（UK）
 での半年間の研究、文部省（現：文部科学省）の在外研究（短

 期）によるイリノイ大学での滞在、また、姉妹大学の済州大学
 校や江原大学校（大韓民国）との研究交流などを目的に外国
 訪問したものである。

公的な外国出張ではいつも、学術交流の成果、研究成果を
 上げることに懸命だったことは言うまでもない。その成果の一
 つは、長崎大学と相手機関で特別講演を行うなどして意志疎
 通を図るとともに、学術交流の成果をますます高めようと取り
 組んだことである。



学生諸君に是非ともお話ししておきたいこ
 とは、国際語である英語や国際感覚をしっ
 かりと身につけることの重要性です。

「学術交流」を進めるにあたっても、世界の
 国々と「平等互恵」が基本になることは当然
 です。

訪問されたら、訪問する。訪問すれば、お
 招きする。講演についても原則的には同様

 です。



長崎大学工学部特Ｃ教室での特別講演
(1987.4.28)



建設省長崎工事事務所（現：国土交通省長崎河川

 
国道事務所）諫早出張所訪問、本明川視察

中島川視察

自宅招待



E. Prins 所長（国際水理学会
 事務局長）による講演

「海事研究の進歩」(1987)



Delft Hydraulics Laboratory 訪問

(1986.4)



E.J. Plate カールスルーエ大学教授（元

 国際水理学会会長）による講義「水文学・

 水資源工学の将来展望」(1988.8.5)

諫早湾視察



Ben Chie Yen イリノイ大学教授による

 講演「都市域雨水排除の諸問題」

 (1996.5.1)



在りし日の Ben Chie Yen 
イリノイ大学教授

中島川視察

自宅招待



「第６回都市域雨水排除の国際会議(6ICUSD)」におけ
 る会議功労者の記念撮影(Niagara Falls, Canada,1993)



私ども夫婦の追悼文も、ポートラン
 ドで開かれた9ICUDの会議(2002) 

の席上で紹介されました。



フロリダのＮＡＳＡで、ひとときの休息(2001)



Hydraulics Research, 
Wallingford (1986)



第２６回国際水理学会参加時のコーヒー

 
ブレイク（Drs. Samuels & Shiono と談笑）

Prof. Roland K. Price of  
UNESCO-Delftとともに



水理研究所、及び
 水文研究所の訪問
 Wallingford(1995.9)



ウォリンフォード橋とＨＲでの
 研究討議(2006.9.25)



大韓民国における環境工学会秋季大会での特別講演 感謝牌
 (1998.11.6)



IHE_Delft での講演(2001.5.28)



第８回 長崎大学・江原大学校・ハバロフスク工科大学間の研究
 発表会(2002.10.7)



長崎大学からの訪問団（野口教授、

 西田助教授、川池助手）はそれぞ

 れ研究成果を発表し、好評を博しま

 した。(2002.10.7)



チェホニン先生（極東州立通信大学副学長）による特別講義
 (2007.12.21)



英語でも恥ずかしがらずに、意志疎通を図ろうよ！



閑話休題

・

 
ヨーロッパも南の方に行くと、物事が大らかになる。ドゥブロヴニクからピサ

 への飛行機は１０数時間も遅れたため、乗り継ぐ予定だったアムステルダム

 への飛行機を逃がしてしまった。それからが大変で、その夜に宿泊予定の上

 等のホテルの代金を弁償して貰う交渉を、決して得意ではない英語でしなけ

 ればならなかった。夜遅くにその問題が解決したのはよかったが、訪欧最後

 の夕べを楽しむことはできなかった。

・

 
以前は国際学会に参加するときなど、学会事務局を通してホテルの手配を

 すれば、余程得をした気分になれた。しかし、昨今は金儲け商法がまかり通

 るようで、時には、「支払った金額に対して、何故このような部屋か？」と思わ

 せられることがある。このような場合には、きちんと文句を言えば、大体の場

 合、それ相応の部屋に代えてくれる。これは、「日本人が金持ちでもないのに、

 取り敢えずはそのように思ったふりをしていて、殆どの日本人に対してはその

 商法が通用すること」を意味している。名所旧跡で旅行業者の旗のもと、ぞろ

 ぞろと歩くだけではなく、真に日本の姿を分かって貰えるように努力したいも

 のである。

・ その他



４．地域との連携；４．地域との連携；

「健全な河川環境」の実現に向けて「健全な河川環境」の実現に向けて

イスタンブール考古学

 博物館の展示品



「健全な水環境」とは、どのような状態を言うの
 でしょうか？

親水整備や良好な水質を実現しさえすればよ
 いといった簡単なものではないでしょう。



「非点源汚濁」って、何ですか？
Non-point Pollutants; Diffuse Pollution

下水道さえ整備すればよいと思われてい
 ませんか？それだけでは、なかなか川や
 海はきれいになりませんよ。

合流式下水道の合流改善(CSO)や、分流
 式下水道でのBMPs、すなわち、雨水に対
 する汚濁除去対策も、先進的地域では鋭

 意取り組みが始まっています。



雨水の汚濁対策がしっ
 かりと進められている

 ポートランド市(U.S.A.) 
での様子を示したリー

 フレット



マレーシアでの取り組み

マレーシアにおいても、清澄な水域を取り戻すために非点源汚
 濁対策が鋭意進められています。

USMMM は、Urban Stormwater Management Manual for 
Malaysia の略であり、マレーシアでの都市域の雨水対策マニュ

 アルを指しています。



マレーシアにおける非点源汚濁負荷対策(USMMM)の
 方策



Best Management Practices (BMPs)



スワール(Swale)など、わが国においても
 自動車交通による道路の非点源汚濁負

 荷対策が求められています。

長崎市環境審議会では、種々の環境問題
 が議論されています。非点源汚濁負荷対

 策も俎上に上がったりしていますが、節水
 や使用した水の汚濁処理など、大学を含

 めて各施設が積極的に協力したいもので
 す。



知識より、実行。

予測と評価だけではなく、待ったなしに環
 境をよくせねばならなくなっています。



ロンドン(UK)での取り組み

鋭意、CSO対策を推進し、大都市を
 流れる河川としてはテムズ川の水質
 をかなり改善しています。

参考：FLOATING DOWN THE RIVER; THE RIVER 
THAMES – ITS POLLUTION AND CLEAN UP



川や海をきれいにするためには、行政に委
 せっきりにしても駄目で、住民の積極的な参
 加が欠かせません。

目的を達成するためには皆が、如何にして
 水環境を良くするかを勉強し実践することが
 大切です。大学に期待されている役割は大

 きなものがあり、オピニオン・リーダーの務
 めをしっかりと果たす必要があります。











我が研究グループは、川や海をきれいにするため、
 積極的に行政機関や関連の会社と連携して共同

 研究を進め、実際の施策に活かそうとしてきました。

本明川、並びに諫早湾調整池流域での非点源汚濁
 対策を目指した共同研究・・・

国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所
農林水産省九州農政局諫早湾干拓事務所
長崎県建設技術研究センター(NERC)

長崎市西部下水処理場に設置した植栽実験水路を用
 いた、自然営力を活用した汚濁削減手法の開発・・・

長崎市役所

「流域水管理研究会」をベースにした水環境整備に
 向けた活動・・・

官公庁、並びに、数社の建設コンサルタント



水面に着水するカモ 水辺に憩うセイタカシギ

本明川環境整備区域（半造川との合流個所）



長崎市西部下水処理場における植栽水路
（長崎大学と長崎市との共同研究）



(2007.8.30)





(2007.10.24)



中西弘樹：水辺の植物の保全と多様性、「未来指向型の水環境整備」平成１５

 年度長崎大学公開講座、2003.



締め切り面積： 3,542 ha

干拓地面積：

 
942 ha

調整池面積： 2,600 ha

 

本明川

諫諫  早早  湾湾  調調  整整  池池  

（干拓地：未記入）



水環境整備においても、報道機関の果たす役割は
 非常に大きい。適切な報道が切に望まれます。

（長崎新聞2007年9月11日）

（権利者の都合により削除）



＊）L-Q曲線を用いて、1993～1996年の年間
 に流出した全窒素量(T-N)を計算してみましょ
 う。なお、上の期間を取り上げたのは、以下に
 示すように、多雨年、寡雨年、通常年が続い
 たためです。

対象年
 

年間降雨量 (mm)

1993          2301

1994          1180

1995          1954

1996          1593



年間流量および年間の全窒素量(T-N) （1993～1996）

年間流量および年間汚濁量（1993年）
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単位面積当たりの年間の全窒素量(T-N) （1993～1996）

単位面積当たりの年間汚濁量(1993年）
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単位面積当たりの年間汚濁量(1996年）
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因みに、有明海・八代海研究者会議でお聴
 きしたのだと思っていますが（小川先生だった
 でしょうか）、有明海・八代海への総流入負荷
 量として以下の値が紹介されていました。

・
 

T-N： 約40kg/年/ha

・
 

T-P： 約 5kg/年/ha



いよいよ、諫早湾調整池は本明川の一部
 に位置づけられ、河川の一部として健全

 な水環境の達成が求められています。

いずれにしましても、その達成に関連して、
 地域の水環境整備ポテンシャルの高さが

 問われることになります。

今こそ、産官学民の連携した行動がます
 ます重要になっています。



５．エピローグ；５．エピローグ；
 

社会開発工学科社会開発工学科
 

（土木工学科）卒業生の活躍（土木工学科）卒業生の活躍









済州大学校（大韓民国）
 との学術交流
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追記

長崎大学附属図書館のリポジトリとして講義資料を公開するに

 あたり、若干の手直しをしました。その理由は主として、ハイパー

 リンクをかけてあった資料を含めることや、口頭で説明した部分

 を少しでも分かって戴こうとしたためで、根本的な変更は行って

 いません。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84

